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2021 年 4月 20 日 

各 位 

 

 

 

 

 

株式会社羽田未来総合研究所との「包括連携に関する協定」の締結について    

～東京発エコシステムプラットフォームの構築に向けて～ 

 

当社および当社子会社の株式会社きらぼし銀行（頭取 渡邊 壽信、以下「当社グループ」とい

います。）は、羽田空港ターミナルを運営する日本空港ビルデング株式会社（代表取締役社長執

行役員兼COO 横田 信秋）のグループ会社である株式会社羽田未来総合研究所（代表取締役社長

執行役員 大西 洋、以下「羽田未来総研」といいます。）と「包括連携に関する協定」を下記のと

おり締結しましたのでお知らせいたします。 

本協定は、当社グループと羽田未来総研との緊密な連携のもと、相互に有する資源や機能等の

効果的活用を図りながら、未来につながるエコシステム（※1）を構築し、地域経済の活性化、地

域社会および文化の発展に貢献することを目的としています。 

当社グループは、今後も金融サービスやCSR 活動等を通じてSDGs 経営に取り組み、持続可能

な社会の実現と社会との共通価値の創造に努めてまいります。 

記 

１. 協定の締結 

(１)締結日 

2021 年 4 月 20 日（火） 

(２)締結者 

羽田未来総合研究所 代表取締役社長執行役員  大西 洋 

東京きらぼしフィナンシャルグループ 
代表取締役社長 

きらぼし銀行 取締役頭取          渡邊 壽信 

 

２. 本協定にもとづく連携・協業予定事項 

分 野 内 容 SDGs 

デジタライゼー

ション 

当社グループ会社を通じ、デジタルウォレットやオリジナル電子マネーを

活用したサービスなど、羽田空港利用者の利便性向上に向けた取組み 

・スマートフォン向けアプリ「ララQ（※2）」を活用した、空港施設にお 

ける電子マネー「ララＰａｙ（※2）」決済サービスの利用 

・「前給」サービス（※2）の利用による、日本空港ビルグループ従業員向 

け福利厚生の充実（羽田未来総研にて実証予定） 

 

サステナブル 

ファイナンス 

医療分野など、社会課題解決に通じるスタートアップへの支援およびイノ

ベーション創出に向けた取組み 

日本の伝統・技術・

ｻｰﾋﾞｽ・文化の継承 
事業承継や M＆A などを活用し、中小企業の「ものづくり」支援を通じた、

日本の伝統と文化を守り、次世代につなげる取組み 

パートナーシップ 
羽田イノベーションシティにおける最先端テクノロジーの実証実験など、

空港周辺地域との連携を通じた広域 SDGsエリア組成 

会 社 名 株式会社東京きらぼしフィナンシャルグループ 
代 表 者 名 代表取締役社長 渡邊 壽信 
コード番号 7173 東証第一部 
問 合 せ 先 経営企画部長   安田 信幸 

  （TEL 03－6447－5799） 
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※１ エコシステムプラットフォーム（イメージ図） 

 

 

 

  

※2 「ララＱ」、「ララＰａｙ」、「前給」サービス 
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■羽田未来総研の概要 

商  号  株式会社 羽田未来総合研究所 

代 表 者  代表取締役社長執行役員 大西 洋 

所 在 地  東京都大田区羽田空港 3－3－2 第1 旅客ターミナルビル  

設    立  2018 年 7 月 

事業内容 

「地方創生」「文化とアートの発信」「人財とマーケティング」を柱に、

HANEDA のナレッジとポテンシャルを活かした新たなビジネス・価値・

未来の創造に関する業務 

 

以 上 


